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１．はじめに 

 コンクリート舗装は，舗装の長寿命化や維持管理

費用の縮減が期待できることから，近年，積極的な

活用が推進されている１）．一般に舗装用コンクリー

トはスランプが小さく，気象条件や運搬時間などの

影響を受けて施工性が変動しやすい．施工性が低下

した場合にはコンクリート版の品質が低下すること

も懸念される．このため舗装用コンクリートは，製

造から運搬，打設までの材料温度や時間などの情報

を管理することが，コンクリート舗装の品質を確保

するためにも重要である． 

一方，国土交通省主催の第 6 回コンクリート生産

性向上検討協議会において，日本建設業連合会より，

i-Construction による生産性向上の一環として，生コ

ンクリートの製造，運搬，現場受け入れ，現場打設

の各時間や品質情報をクラウドサーバの活用により，

発注者，製造者，施工者の三者で共有し，現場での

待ち時間や戻りコンクリートなどのロス削減に向け

た取り組みが提案された２）． 

このようなことから筆者らは，既存の生コンクリ

ートの製造・運搬・品質管理システム３）を舗装用コ

ンクリートに応用することを試みた．本文では，舗

装用コンクリート向けに改良したシステムの概要を

示すとともに，コンクリート舗装工事の現場での使

用状況等について報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．システムの概要 

 今回，導入したシステムは，既に開発・運用され

ているシステムを舗装用のコンクリートの管理のた

めに，強度試験に曲げ強度を追加したものである．

システムの概要を図-1 に示す． 

本システムの活用によって，スマートフォンやタ

ブレット端末での簡易な操作だけで，プラントから

出荷されるコンクリートの『出荷』，『現着』，『打設

開始』，『打設完了』の各作業の時間情報や施工の進

捗状況，材料受入時の品質管理試験結果などを現場

の施工管理者やプラントの出荷担当者などの工事関

係者が，容易に常時確認ができる．これにより，適

切な配車や施工速度の調整，コンクリートの可使時

間の確認が行えるようになり、コンクリート舗装の

施工の効率化と品質向上が見込める． 

３．運用方法 

（１）事前準備 

 打設前日までに，打設するコンクリートの基本情

報の入力を行う．入力する基本情報は，1)生コン工

場情報，2)コンクリート配合，3)打設箇所情報，4)

打設計画，5)運搬車両情報の 5 項目である． 

（２）出荷時入力 

 出荷時の入力として，生コンクリート工場の出荷

担当者が，練混ぜ開始と同時にタブレットをワンタ

ッチし，出荷時刻を記録する（図-2 参照）． 
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図-2 出荷時の入力状況 
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（３）受入・打設完了時の入力 

 打設箇所では，受入担当者や工事担当者が受入時

の運搬車両の車番や受領時刻，荷卸開始時刻，打設

完了時刻を記録する． 

（４）品質管理試験 

 生コンクリートの受け入れ時の品質管理項目とし

ては，a)外気温，b)コンクリート温度，c)スランプ，

d)空気量，e)塩化物含有量，f)単位水量を測定し，そ

の結果をタブレットに入力する．また，後日にはな

るが，硬化コンクリートの強度試験結果も品質管理

試験結果として登録可能である． 

（５）打設進捗の確認 

 本システムでは，コンクリートの打設の進捗状況

を確認することができる．具体的には，事前に登録

した打設計画と実際の進捗の差をタブレット等に表

示されるグラフで把握することができる．これによ

り，施工当日の今後の打設計画や翌日以降の打設計

画の見直し等に活用することが可能である． 

（６）帳票出力 

 打設記録の情報は，コンクリート打設管理帳票と

して出力できる．帳票は，使用者が普段使用してい

る書式を使用することが可能で，コンクリート打設

日報や各種品質帳票を一般的な表計算ソフトの形式

でも出力できるため，現場担当者の負担軽減も期待

されている．なお，本システムは様々な形式の帳票

への対応も可能である． 

４．施工現場での使用状況 

（１）空港エプロンのコンクリート舗装 

 本現場のエプロン部のコンクリート舗装は，セッ

トフォーム工法による普通コンクリート舗装で，配

合は「曲げ 5.0-2.5-40BB」，運搬はダンプトラックで

行った．そのため，練混ぜから舗設開始までの時間

は，アジテータトラックで運搬する場合よりも 30 分

短く，1 時間で完了する必要があり，より綿密な打設

計画と運搬管理が重要であった． 

 施工は，下層コンクリートの敷均し後，目地金物

および鉄網・縁部補強鉄筋の設置，上層コンクリー

トの敷均しとなるため，作業の進捗状況に合わせて

本システムを使用し時間当たりの出荷の調整を行っ

た．その結果，練混ぜから舗設開始までの時間は平

均 35 分で，現場までの運搬時間は 30 分であったの

で，運搬車両の待機時間は0～5分程度で管理できた． 

（２）トンネル内のコンクリート舗装 

 トンネル内の舗装は，スリップフォーム工法によ

る連続鉄筋コンクリート舗装で，配合は「曲げ

4.5-4.0-40BB」，運搬はアジテータトラックであった． 

本システムは，トンネル内のように通信状況が不

安定な場所においても，オフラインで使用できる簡

易入力アプリが用意されている．前述した受入・打

設完了時の項目を入力した後，通信が繋がるところ

に戻るとタブレットに蓄積されたデータは，自動的

にクラウドサーバにアップロードされ記録される． 

 現場の工事担当者や出荷担当者からは，図-3 に示

すように，運搬中，荷卸し中，荷卸し済みの車両情

報や打設数量がリアルタイムに把握ができること，

システム操作が簡単で作業の負担にならず抵抗なく

利用できる等の意見が寄せられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 今後も各コンクリート舗装工事へ本システムの導

入を進め，積極的に活用して施工の効率化と品質確

保の向上に努めていきたいと考える． 
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図-3 タブレットの画面情報 
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累計と直近1hの搬入数量
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